
児童生徒一人一人の社会的・職業的自立に向け、キャリア教育のより一層の充実が求めら
れている中で、初等中等教育段階におけるキャリア教育の課題について、キャリア教育の中
核的な時間の在り方及びその時間における指導方法を検討していく必要がある。

平成27年度予算額（案） 52百万円（前年度予算額 52百万円）

（地方創生関連施策を含む）

将来の在り方・生き方を主体的に考えられる若者を育むキャリア教育推進事業将来の在り方・生き方を主体的に考えられる若者を育むキャリア教育推進事業

目的

○高等学校普通科におけるキャリア教育の実践に関する調査研究 （5校）
高等学校の教育課程におけるキャリア教育の位置付けに関する検討の資料とするため、普通科
の教育課程にキャリア教育に係る中核的な時間を明確に位置付ける試行的実践研究を行う。

１．キャリア教育に係る中核的な時間の在り方に関する研究

○地域キャリア教育支援協議会設置促進事業 （7ブロック14地域）
地域において学校等の教育機関・産業界・NPO・地方自治体が
参画する「地域キャリア教育支援協議会」の設置を促進する。

（取組内容）
・企業等による出前事業等の教育活動支援の促進
・職場体験・インターンシップ受入れ先の開拓、マッチング支援

○地域を担う人材育成のためのキャリアプランニング推進事業（21人）（新規）
【学校を核とした地域力強化プランの一部（地方創生関連施策）】

地元就職につなげるキャリアプランニングを推進する「キャリアプランニングスーパーバイザー」を
配置し、地域を担う人材育成・就労支援により、地域の活性化につなげる。

○子供と社会の架け橋となるポータルサイト整備事業
「学校側が望む支援」と「地域・社会や産業界等が提供できる支援」のマッチングを
図る「子供と社会の架け橋となるポータルサイト」の運用を行う。

３．キャリア教育実施体制の構築

取組

○「キャリア教育推進連携シンポジウム」の開催と、「キャリア教育推進連携表彰」の実施
キャリア教育の意義を普及・啓発し、キャリア教育を軸とした社会連携の機運醸成を
図るシンポジウム（経産省・厚労省と連携）を開催し、優れた取組について表彰する。

学校等の教育機関と産業界等との連携を促進することを目的として以下の取組を実施する。

マッチング支援

産業界産業界

学校等学校等NPONPO

地方自治体地方自治体

２．キャリア教育の普及・啓発


